ロシアの ゥラ ディ ミィル とい ふ 町に、 イワン • ァシ 

すま rfu 

オノ フと いふ 商人が ゐ ました。 住居と、 店 を 二つ もも 

つて ゐる ほどの はたらき 人で、 謡 をうた ふことの 大好 

きな、 おどけ 上手の、 正直 ものでした。 

ある 

その イワンが 或 夏、 ニズ ニイと いふ 町の 巿へ 品物 を 

さばきに 出かけました。 イワンが 馬車 を やとって 荷物 

をつ み 入れさせ、 子どもた ちゃ、 おかみ さんに、 いつ 

てく るよ と あいさつ をし ますと、 おかみさん は 心配 さ 

うな 顔 をして、 



「今日 立つ の はおよ しにな つたら どうで せう。 私 は 

いやな 夢を見 たんです がご と 言 ひました。 

「ふ、 ん、 もうけた 金を使って でも 来る かと 気になる 

のかな ご と イワン は 笑 ひました。 

「そんな ことならい、 ん です けれど、 私 は それ はへ 

んな 夢を見 たんです。 あなたが ニズ ニイから か へって 

いらし つて、 帽子 をお ぬぎに なると、 おつむりの 髪が 

すっかり 白髪に な つてる 夢を見 たんです ご 

「は、、 それ はけつ こうな 前兆 だよ。 まあ/ \ 見 てお 

出で。 品物 をす つかり 売り上げて、 土産 を 買って 来る 

から ご 



イワン はかう 言 ひ/ \ 馬車 を 走らせて 出て いきまし 

た。 そして ニズ ニイまでの 道のりの 半分まで 来ます と、 

しりあ ひ 

リア ザンの 町から 来た、 或 知合の 商人に 出 あ ひました。 

その 晚 二人 は、 或 村の 宿屋に ついて、 一し よに お茶 を 

飲んだり したの ち、 となり 合った 部屋に はいって やす 

みました。 

イワン はいつ も 夜 は 早く 寝る のが 習慣でした。 それ 

であく る 朝 も、 涼しい 間に 歩かう と 思って、 まだ 夜の 

あけない うちに 馬車つ かひ をお こして、 馬 を 引き出さ 

ていしゅ 

せました。 宿屋の 亭主た ち は 裏手の 小さな 建物に 寝て 

ゐ ました。 イワン は その 亭主 をお こして お金 を はらつ 



て 立ちました。 

そこから 二十 五 マイルば かり 来ます と、 イワン は 道 

ばた の 宿屋へ 馬車 をと めて、 馬に かひば をつ けさせ ま 

した。 イワン はお 茶の 用意 をた のんで、 それが 出来る 

まで 戸口に すわって、 ギタ— をと り 出して ならして ゐ 

ました。 すると、 そこへ、 三 頭 だての 馬車が、 リンく 

と 鈴 を 鳴らしながら とぶ やうに かけて 来て、 ぴたりと 

イワンの 目の前にと まりました。 すると 中から 一人の 

巡査が 兵たい を 二人 つれて 下りて 来て、 いきなり イワ 

ンに 向って、 おまいの 名前 は 何とい ふか、 どこから 来 

たかと 聞きます。 イワン は、 これ/ \ かう/ \ で すと 



答へ て、 

「今お 茶が 来ます。 一し よに お飲み下さ いご と 言 ひ 

ますと、 巡査 は、 そんな ことに は 耳 を も かさないで、 

おまい は ゆうべ どこへ 泊った、 一人で 泊った か、 それ 

とも、 だれか つれの ものと 一し よだった か、 今朝 その 

つれの もの、 顔 を 見た か、 一たい どうして 夜の あけな 

いうちに 立 つ て 来たの だと、 うるさく 聞き しらべ ます _ 

イワン は、 何 だって そんな こと を 一々 聞き ほじる の だ 

らうと、 ふしんに 思 ひながら、 すべて を ありの ま、 に 

話しました。 

わたし どろば う 

「何だか 私が 盗坊 かお ひ はぎで もした やうです ね。 



私 はじ ぶんの 商用で 出かけて 来て ゐ るので す。 そんな 

にく ど/ \ぉ しらべになる 必要はありません ご と、 ィ 

ワン は ぷリ/ \ して かう 言 ひました。 

「ちょっと おまいの 荷物 を 検査す る。 おい 君た ち、 こ 

つちへ 来て 下さい ご と、 巡査 は 二人の 兵たい を よんで、 

イワンの 荷物 をと き はじめました。 巡査 は、 イワンの 

持 もの を 一 々さがして ゐる うちに ふと、 手 さげ 袋の 中 

から ナイフ をと り 出して、 

「おい、 この ナイフ はだれ の もの だ ご と、 イワンに 向 

つて どなりました。 イワン は 首をかしげながら それ を 

見ます と、 刃に べっとり 血が ついて ゐ ます。 



か、 きっぱりと 言へ ご 

イワン は、 それ は 私 のした ことではありません、 私 

は ゆうべ 一 しょに 茶 を 飲んで から あと は、 ずっと あの 

人の 顔 を 見なかった のです、 私 はじ ぶんのお 金 を 八 千 

ル ー ブル もって ゐる 以外に、 人の金 なぞ はもって ゐま 

せん、 と、 ちかって かう 言 ひました。 しかし イワンの 

さ を 

その 声 はきれ ぐでした。 恐怖の ために 顔 はまつ 青に 

なって、 まるで その 罪人 か なぞの やうに、 からだ 中 を 

がた/^ ふるはせて ゐ ました。 

巡査 は 兵たい に 言 ひつけて、 イワンへ 綱 を かけさせ 

ました。 イワン は 両足 をし ばりつ けられて、 巡査の 馬 



を 許されませんで したが、 さんざんに ねだりた のんで、 

やう やく 聞きと > けて もら ひ、 役人に つれられて、 ィ 

ワンの そば へ いきました。 

いって 見る と、 イワン は 囚人の 服 をき せられ、 くさ 

りで しばられて、 盗人た ちゃ、 いろんな 罪人た ちと 一 

しょに 投げ こまれて ゐ ます。 おかみさん は、 イワンの 

その ありさま を 見る と、 その 場へ た ふれて、 目 を ま は 

してし まひました。 おかみさん は、 人々 にかい ほう さ 

れて、 やう やく 正気に か ヘリました。 そして、 泣きく 

子ども を 引きよ せて、 一し よに イワンの そばへ すわり 

うち 

ました。 そして 家の こと や、 店の ことな ど を 話した の 



ち、 イワンが 町 を 出てから のこと をく はしく 聞きた y 

しました。 

「おや、 まあ、 さう いふ わけなので すか。 …… 一たい 

どうしたら あなたの あかりが 立つ のでせ うご とおか 

みさん は 涙 を ふき/ \ 言 ひました。 

「かう なれば、 最後に 皇帝へ 書面 を 出して、 罪のない 

ものに 罰 を 加へ て 下さらない やうに おねが ひする まで 

だ ご と イワンが 答へ ました。 

I 私 はすぐ に 皇帝へ 願書 を 出した のです が、 っッか 

へ されて しま ひました ご とおかみ さんが 言 ひました。 

イワン は それ を 聞く と、 もう 问を言 ふ 力 もない やうに 



んゃ 子どもたちに 立てと 命じました。 イワン は 家族た 

ちに、 最後の 「さやうなら」 を 言 ひました。 

イワン は 一人に なると、 今の さっき、 おかみ さんの 

言った こと を 一 々考へ かへ して 見ました。 

わし 

「あの 女まで が 私 をうた が はう として ゐる。 ほんとう 

のこと は 神 さまが 見て ゐて 下さる ばかり だ。 おすがり 

する の は 神 さまより 外に はない。 私 はもう 神 さまのお 

慈愛 を まつだけ だ ご 

イワン はかう 決心して、 この 上皇 帝へ 嘆願書 を 出す 

の も 思 ひとまり、 すべての 望み も なげうって しま ひま 

した。 そしてた V 神 さまへ お祈り を 上げました。 



イワン は 笞刑を 加 へられた 上、 流罪に される ことに 

なりました。 それで まづ むちで もって 半死になる まで 

ぶたれ ました。 そして その 傷が なほる とすぐ に、 他の 

懲役 人た ちと 一し よに、 とほく シ ベリ ャへ おくられ ま 

した。 

イワン は そこで 二十 六 年の 間服 役し ました。 今はィ 

ワンの 髪の毛 も、 すっかり まつ 白に なり、 ひげ も 長く 

のびて、 まばらに、 そして 灰色に なって しま ひました 

腰 もこ、 V んで、 歩く の も、 の そり/^ としか 歩け なく 

なりました。 心 もす つかりし をれ つくして 口 をき くこ 

とも まれです し、 笑 ふこと なぞ は 一 ど だって ありませ 



ん。 た、 V、 とき，^ だまって お祈り を 上げて ゐる だけ 

です。 

イワン は、 こ、 へ 来てから、 靴 を こしら へる こと を 

習 ひました。 そして その 仕事で ゎづ かば かりのお 金 を 

もら ふと、 それでもって 「聖書」 を 買 ひました。 そし 

て 二十 六 年の 間、 毎日 仕事 がをはつ てから 日が くれる 

までの 間の、 ゎづ かな あかるみ でもって、 一生 けんめ 

いに それ をよ みつ、 V けました。 それから 日曜 ごとに は 

きたう しょ 

獄中の 教会堂へ 行って、 祈禱書 をよ み、 合唱に 加 はつ 

て 讃美歌 をうた ひました。 すっかり 年 をと つても、 む 

かし 謡 をうた ひなれ てゐ たので、 声 だけ はきれ いでし 



てる ぢ やない か。 しかも その 馬の 御者っての は、 おれ 

の ともだち だよ。 だから、 何も かま やしな いぢ やない 

かと 言つ たんだ。 だけど、 やつら は、 いけない、 盗ん 

だんだ つて 言 や あが るん さ。 ぢゃ、 いつ どこで、 どん 

な ふうに して 盗んだ かい、 とつ ッこ むと、 それに はま 

るで 返答が 出来な いんだ。 まったく おれ は、 何の わる 

いこと もしない のに、 こんなと ころへ 送りつ けられた 

んだ。 いや、 じつ をい へば、 その まへ に は 一 ど、 ほん 

とうに 悪い こと をした ことがある。 そいつ をお さ へら 

れ たら、 りっぱに こ、 へお くられても 苦情 は 言へ ない 

ん たが、 めうな もので、 その ときには、 とう/ \ つか 



もた y ため息 をして、 

「わし は 悪い こと をした ので、 もう 二十 六 年 もこ、 に 

かう して ゐ るの だよ ご と 答へ ました。 

「悪い ことって 何 をし たんだい ご と マ 力— ルは、 かさ 

ねて 聞きました。 

「いや、 かう いふ 目に 合 ふの がほんと うだらう よご と 

イワン は 言 ひました。 すると、 仲間の 一 人が イワンに 

代って 話しました。 だれか 悪い やつが ゐて、 或 商人 を 

殺して、 血の ついた ナイフ を この 人の 荷物の 中へ 入れ 

こんだ の だ、 そのために、 罪 もない この 人が 犯人に さ 

れて しまったの だと 言 ひます と、 マ 力— ルは、 



ひました 



その 晚 イワン は 何ともた と へ やう もない ほど 悲しい、 

いやな 気 もちに おさ へられて、 眠らう としても 寝つ か 

れ ません。 これまで わすれよ うとして ゐた、 いろ/^ 

のこと が、 ー晚 中入り か はり 目の まへ に 浮んで 来 まし 

た。 あの ニズ ニイの 巿へ 出かける ときに、 門口へ おく 

つて 出た、 そのと きのお かみさんの すがた も 目につい 



て はなれません。 おかみ さんの 目の色、 笑 ひ 声、 話し 

声まで が、 まざまざと 目の まへ に 見えます。 それから 

一 一人の 子どもたちの 顔 もま ざ/ \ と 浮んで 来ました。 

二人とも、 あのと きの ま、 の 小さな 子で、 一人 はぐ わ 

いとう を 着て 立って をり、 一人 は 母親の 胸の 上に だか 

れてゐ ます。 それからつ、 V いて、 年 も わかく、 ゆかい 

にくらして ゐた じぶんの こと も 思 ひか へされました。 

あのと き 捕縛され るぢ きまへ に、 あの 村の 宿屋の 戸口 

に 坐つ てギタ ー を ひいて ゐた すがた も 目に 見る やうで 

す。 それ以来、 ずゐ ぶんな がい 間、 世の中の 苦労と い 

ふ ものから はなれて ゐる とい ふこと を も、 つくん \考 



へました。 と、 こんど は、 あのと きむ ちで うたれ つ y 

けた あの 監獄の 光景、 執行 官、 ま はりに 立って ゐた 人々、 

くさり、 すべての 罪人た ち、 こゝへ 来てから 二十 六 年 

の 間の すっかりの 出来 ごと を考へ かへ し、 それから じ 

ぶんが 年の わりよりも ずっと 老い ぼけて しまった こと 

も考 へました。 

イワン は、 いら/ \ する ほどかな しく 苦しくて、 い 

つ そのこと、 もう、 ひと 思 ひに 自殺して しま はう かと 

まで 思 ひつめ ました。 

「あ、、 これ もみん な あの 悪い やつのお かげ だ ご とィ 

ワン は 心の中で 言 ひました。 イワン はさう 思 ふと、 も 



え 上る やうに 腹立たしくな つて 来ました。 

「あいつ を 殺して やらう か。 さかさに、 こっちが 殺さ 

れ たって かま はない、 どうかして、 ふくしう してやら 

なければ 虫が を さまらない ご 

イワン は、 かう 思 ひつ、 V けた 後、 とうく 夜が あけ 

るまで 祈りつ、 V けにお 祈り を 上げました。 しかし それ 

でも 胸 一 ぱいの くやしみ は 取れませんでした。 

昼の 間 は、 イワン はわ ざと マ 力— ルの そばへ は 近づ 

かず、 マ 力— ルの方 を 見る こと さへ しません でした。 

こんなにして 二週間と いふ ものが 過ぎました。 イワ 

ンは その 間、 夜 もちつ とも 眠れない し、 のちに は 身の 



しゃべる か、 しゃべら ないか、 それ は 神 さまのお さし 

づ 一 つ だ ご 

イワン はかう 言って、 マ 力— ルの手 を ふりはなして 

にげました。 

その あくる 日、 囚人た ちが 仕事に つれ 出される とき 

に、 つき 番の 兵隊た ち は、 だれか >、 部屋の 中から 長 

靴 を つき出して、 土 を あける ところ を ひょいと 見つけ 

ました。 兵隊た ち は、 おや、 と 言 ひ 言 ひ はいって いつ 

て、 部屋 中 をす つかり しらべて ま はりました。 すると 

或 寝 だいだな の 下のと ころに 穴が ほり かけて あるの が 

見つかりました。 



かう 言 ひます と、 マ 力— ルは、 イワンの からだの 上 

へ こ y まる やうに して、 

「おい、 どうぞ ゆるして くれよ ご と 小さな 声で 言 ひま 

した。 

「おまいに 何 を 許す の だ ご 

「おれ はほんと うに 悪 もの だ。 あの 商人 を 殺して、 ナ 

ィフ をお まいの 袋の 中へ 入れ こんだ の は、 この おれ だ 

よ。 あのと き、 おれ はおまい を も 殺さう としたの だ。 

ところが 外で 物音が し 出した ので、 ナイフ をお まいの 

袋の 中へ っッ こんで 窓から にげ 出したん だよ ご 

イワン は 頭 をぐ わんと なぐられ でもした やうに、 ぼ 



今日まで 二十 六 年の 間 苦しい 目 を 見て 来たんだ よ。 今 

になって かへ ると 言って どこへ かへ るの だ。 わしのに 

ようぼ はもう 死んで しまった。 小さい ときに 分れた 子 

ども 二人 は、 もう わしの 顔 も おぼえて はゐ ない。 わし 

はかへ らうった つて、 かへ ると ころ はない よご 

イワン は、 やっと 気 を おちつけて かう 言 ひました。 

マ 力 ー ルは、 その ま、 ひざ をつ いたきり、 いつまでも 

立ち上らう ともしません。 しま ひに は、 とう/ \ 床板 

へ 頭 をす りつけ て、 

「まったく すまない こと をした。 許して くれ。 おれ は 

牢屋へ はい つてび し/ \ぶ たれた ときで もこれ ほど 苦 



しく は 思はなかった。 かう してお まいの まへ にす わつ 

たこの 心 もち は、 むちで ぶたれ るよりも まだつ らいの 

だ。 おれ はっくぐ 恥ぢ 入って ゐる。 おまい はおれ を 

あはれんで、 穴の こと を 言 はないで くれた。 イワンよ 

おれ はわる ものだった。 どうぞ 許して くれ。 神 さまの 

おため だと 思って 許して くれ ご 

マ 力— ル はかう 言 ひ/^、 とう/ \ しやくり 上げて 

泣き出しました。 イワン は、 マ 力— ルの 泣く 声 を 聞く 

と、 じぶん も ひとりでに、 しく/ \ と 泣けて 来ました 

「マ 力 ー ルょ、 もう 神 さま も 許して 下さる よ。 神 さま 

のまへ へ 出れば、 わし だって、 おまいより 何十 倍 罪が 



ひどい かも わからな いご 

イワン はかう 言 ふと 同時に、 これまで ながい 間お も 

たかった 心が、 急に はれぐ して 来た やうな 気がし ま 

した。 

その 晩から イワン は、 もう 故郷へ か ヘリたい とい 

ら/^ する 心 もち もとれて しま ひました。 もう 牢屋 か 

ら 出たい とも 思 ひません。 た、 V どうかして 早く 死にた 

いと 思 ふだけ でした。 

イワン は、 マ 力 ー ルに、 自首 なぞ をす るに およばな 

いと かたくと めて おいた のです が、 マ 力— ルは 聞かな 

いで、 とう/ \ 自白して しま ひました。 しかし、 ロシ 
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